






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































瀞 繊蝿 映刮ｍ１ｒｍ・・ノ 蝉
労働者党の結成
設立した組合運動家の委員会であった。
北部では鉱山労働者の間を除いては、一八四二年まで、労働
組合とチャーチストとの形式的結合の証拠はほとんどない。し
かしオコンナーに従った大衆は大部分一八一一八年と一八三四年
の偉大な労働組合の昂揚に参加した大衆と同じであった。ノー
ザン・スターは労働組合の一一ニースに大きなスペースを与えて
（７） 
いた』と。
たしかに、ウニップ等のいうように、労働組合が組合全体として
チャーチスト運動に支持を表明したことは少かつた。ノーザンス
ターは次のようにのべている。
『多くの労働組合員は疑いもなくチャーチストでもあったが、
労働団体は全体としては明らかにチャーチスト運動の外にあっ
た。チャーチストコンヴニンションの指令で、諸団体をその基
（８） 
金や存在を危くするまで勧誘することはできなかった。』と。
では、なぜ、大部分の筋肉労働者が支持し》組合員もまたチャー
．
、
、
、
、
、
チズムの支持者であったにもかかわらず、組合としての支持が少
なかったのであろうか。第一に、特に北部では、南部とは比較に
ならないはげしい弾圧と、経済的窮迫の中で、恒常的な組合運動
が発展せず、確固たる組合が多くは存在しなかったことによるで
あろう。ウニッブは一八四二年当時、組合労働者が全国で十万に
（９） 
みたなかったといっている。北部の二十万一、一一一十万に上る頻々た
る集会や大衆運動の中では、数万の組織労働者の寄附金や声明の
、
、
、
、
、
形式的結合は大きな問題にはならなかったのではないか。北部の
運動はこうした組織された労働者の日常的活動を中心としたもの
ではなくて、より激情的、街頭的性格をもっていたのである。従
って、チャーチストにとって、重要なことは、先ず着実な、強固
な組合を作りあげ、労働者を組合に組織することであったのであ
る。第二は、特に運動の後期になって目立ってくるのであるが、
オコンナーの土地計画のような反動的政策に主として熟練工より
なっていた当時の組合労働者が背を向けたことである。蒸汽機関
製造工組合は、その或支部がオコンナーの土地銀行に支部基金を
預託したことを理由に権利を停止し、石工組合の二支部の出資の
〔、〕
幌秦叺）他の支部によってはげしく拒否されている。こうした状況
の中で、オコンナーは一八四六年、獄中にあるチャーチストの救
援運動に対して、イギリスの組合が示した無関心をなげいて次の
Ｐ士うにのぺた。
「これ等の人の受難に対して、イギリスの諸組合が示した以上
、
〔
ｕ
〕
に犯罪的な無頓着は未だかつてなかった』と。
このように、大部分の労働者がチャーターの支持者でありなが
ら、しかも組合としては、むしろオコンナー等の政策に対して支
持を与えなかったのである。
以上のことから明かなように、チャーチストと組合との問題
は
、
そ
の
形
式
的
結
合
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
で
は
な
く
て
、
よ
り
根
本
的
に、日常的な労働者の利害を出発点とした組合を結成し、組織され
(１４９） 
ご
■
隙働者党の杼結~成た労働者による、チャーターに対する不断の支持をうることが問
題であったのである。こうした点で、チャーチスト党は、二、一一一
の例外を除いては組合との結合を強め、経営の中に、しっかりと
根をおろすことに成功しなかった。
又、その他の大衆団体ｌ宗教、教育から禁酒運動に至るまでｌ
の中で若干の活動がなされたが、労働者階級を除いては決して広
汎な支持を獲得することはできなかった。一八四二年、『ライン
新聞への通信』の中でエンゲルスは次のようにのべている。
『…、：チャーチズムは未だイギリス人の教養ある人々の国には
全く根をはることができていない。又直ちに張りえないであろ
う。もしイギリスにおいてチャーチスト派および急進派という
場
合
、
人
は
殆
ど
大
抵
の
場
合
、
そ
の
下
に
国
民
の
カ
ミ
プ
ロ
レ
タ
リ
〔⑫）
アの大衆をぱ理解する。』と。
この大衆団体との結合の不充分さは、組織的な欠陥であるととも
に、労働者階級を統一し、広汎な大衆の支持を獲得する理論と政
策にかけていたことも重大な原因であった。
③理論と政策
チャーチズムには一貫した理論とそれを実現する政策とがなか
った。又チャーチズムが多くの党派に分裂した結果として、各指
導者によって多くの対立があり、その理論と政策にもかなりの矛
盾や混乱がみられるｐこれは労働者階級の統一と広汎な大衆の支
持を５ることを困難にした原因であったが、同時に、労働者階級
の未成熟を反映するものであった。しかしながら、我々が労働者
階級の発展の過程を、全体として考察するならば、矛盾と混屯の
中にも、そこには一筋の光明が次第に輝きを増し、やがて労働者階
級を輝かしい未来へと導く、理論の発展をみることができるので
ある。先にものべたように議会改革運動（前号参照）は、労働者
階級が、本来旧い封建的特権に対する市民階級の権利の宣言であ
る天賦人権の自然法思想や社会契約論の理論的武器をとり、新興
の市民階級の一翼をなして闘ったものであったｐだがその結果
は、ブルジョアジーは自己の政治的地位を強固にし、一歩一歩土
地所有者に譲歩を強要しつつ諺穀物法撤廃運動から一八四六年の
穀物法の撤廃に至る政治コースを歩んでいった。この選挙法改正
と穀物法の撤廃はブルジョアジｒの政治的経済的勝利を不動のも
のとした。この場合彼等の旗印は『最大多数の最大幸福』という
ジニレミー・ベンダムの功利主義思想であった。一方、裏切られた
プロレタリアートは次第にその階級的地位を自覚しつつ独自の政
治勢力として自己を結集していった。この場合彼等の理論的武器
は一八三二年の選挙法改正のギマンによって汚された天賦人権や
社会契約の思想を浄化したものであり、当時すでに発展していた
小プル的空想的社会主義の理論であった。チャーチズムにあって
も、これらの理論は到る処に見出されるＱ先づ六カ条のチャータ
ーは、それ自体としては急進主義の政治綱領である。ついでコン
ヴニンションの決議に、請願文に……。指導者の演説に……。と
(１５０） 
ソ
辮
■￣ 
辮辮
Ⅱ 
蝋辮雛 iiii 
JU｡ 
瀞 ７ 
〆
Ⅱ 
② 
労働者党の結成
一
れらを貫くものは『神の無償左空気を呼吸し、神の無償な土地に
住む各人が家や妻子をもつ権利を認め、貴族の作った権利に対す
（週〕
ると同様に各人にこの権利を保証する」ことを要求する天賦人権
の思想であり『政府は全国民より生じ、全国民の自由を擁護し、
篭を増進するために作られ、全国民に責任を有すべき’のであ
る』といった社会契約の思想であたつ。そして、もし支配者が基
本的人権をおかすならば当然人民の武装する権利（岳の己の・巳の㎡
臥
呵
算
Ｓ
す
の
胃
閂
目
の
）
が
行
使
さ
れ
て
よ
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
これと同時に、反穀物法連盟に鋭く対立したチ時－チストの経済
理
論
や
、
コ
ン
ヴ
ニ
ン
シ
園
ン
の
正
式
な
名
称
『
勤
労
階
級
の
全
休
会
議
』
（岳の⑦の目①国〕Ｃｇぐのロ言国。〔夢の閂己巨の三・臣のＣ］四のの①の）の中
に
、
あ
る
い
は
オ
コ
ン
ナ
ー
ピ
ル
の
計
画
の
中
に
さ
え
、
嘗
て
自
由
な
農
民
が特権身分に対して闘った過去の魂とともに、オーエン主義の思
想が深く濯透している。だがこのことは政治的急進主義とオーエ
ン的社会主義とがチャーチズムのなかで完全に一体化しているこ
とを意味するであろうか。そうではない。オーエンは次のように
のべている。
『チャーチストはいま迄空気を打って来たし、今でもそうであ
る。即ちドンキホーテのように水車と闘って来たし、今でも闘
っているのである。政治的変革はそれ一が同時に社会的変革をも
（巧）
たらさないものなら無益である。』又
『チャーチストは富有な階級に向って憎悪と敵意の種を蒔いた。
そしてこのことによって社会主義の国の到来を延引させた。な
ぜ
か
な
ら
愛
と
正
義
の
世
界
へ
は
、
憎
悪
の
砲
門
を
く
ぐ
っ
て
は
到
達
し
（西）
な
い
か
ら
で
あ
る
』
と
。
チャーチストは政治的変革は社会改革の手段であり、政治的変革
は
階
級
闘
争
の
戦
場
を
通
じ
て
の
み
到
達
し
う
る
と
考
え
て
い
た
。
一
方
オ
ーエンの社会主義は、政治的変革に背を向け愛と正義による平和
的
な
社
会
改
革
に
よ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
と
い
て
い
た
。
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の階級闘争を基調としたすぐれて政治的な性格と、オーエン的社
会主義の平和的社会改革をめざして空想的性格とは常に相反擁し
ていた。又背反のもう一つの原因は、機械と工場制度に対する態
度の中にあった。オーエンがすべて機械と工場制度をその出発点
と
し
て
う
け
い
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
は
機
械
に
対
す
る
憎
悪
を
ぬ
ぽ
い
さ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
革
命に対して、その社会的意義を正しく把握し、又オーエンの社会
〔〃）
主義の空想的性格を鋭く衝いていた『チャーチスト教師』オブラ
イ
エ
ン
で
す
ら
、
そ
う
で
あ
っ
た
。
！
「私は諸君の圧迫者が諸君を耕作農民から工場労働者に変じた
制度を非難する実際またそれが諸君によって非難されることを
希望する。私は農業に対する‐業の優勢を作り出し、権力を貨
幣貴族の成り上り者に移した制度の敵であり、諸君を生れ故郷
から追い出し、そして中世紀の貴族が諸君の祖先に対してなし〔＄）
たと同じように彼等の私慾の奴隷たらしめた制度匝敵である』：
(１５１） 
｡ 
労働者党の結成
●吟」。‐
では、どうすればよいのか。ノーザン・スターはいう。
『各人が頭の上に尾根を有し、彼の食物置場を、一片の土地
を、穀倉を、燵石銃を所有しているなら、外国の敵も、国内の
暴君・も敢て住居に侵入したり自由人たるの権利を侵害しないで
〔、〕
あ
ろ
う
』
と
。
オーエンの社会主義がその空想的性格の故に現実には役立たない
としたら、機械と工場を＆〉たらした資本主義制度を変革して、到
達しようとする目標は、それを過去のありしよき日に求めざるを
え
な
か
っ
た
。
オ
コ
ン
ナ
ー
の
土
地
計
画
は
こ
う
し
た
チ
ャ
ー
チ
ズ
ム
の
一傾向を最・もよく再現したＪものであった。
だが、このような混乱した思想と政策をうみながら瓜）、急進主
義を旗印としたチキーチズムは次第に本来の社会的性格を現して
いった。チャーチズムの大衆的基礎をなした北部の工場労働者の
運動は、『ナイフとフォークの問題』から出発したのである。ス
テ
ィ
ー
プ
ン
ス
の
『憲章とは即ち、よい住宅、よい飲食物、よいくらし、みぢか
〔ｍ〕
い労働時間のことである」
といった言葉は、最ｑもよく労働者の要求を表現していた。この傾
向は、工場労働者が運動の指導権を握るにつれて、次第に明らか
になった。一八四二年の一一一百万以上の署名をえた請願書および一
八四八年の請願書は、六鈎条の政治的要求だけではなくて、労働
時間の制限賃、金の増額、経済的独占の廃止等の社会的経済的要
求を含んでいた。エンゲルスは次のようにのべている。
『「ナイフとフォークの問題」は一八三八年にはチャーチスト
の一部のものにとってだけ真理であったが一八四五年にはすべ
．
（
皿
〕
てのチャーチストにとって真理である』と。
そしてエンゲルスはチャーチスト運動のこの傾向の中に将来、社
会主義を自己のものとし、「真にイギリスの支配者となるべき労
働者階級』への期待をもち『真にプロレタリア的な社会主義はた
しかに、それも近い将来に、イギリス人民の発展史において重大
〔理〕
な役割をうけもつ』確信を抱いたのである。
オーエン的な空想的社会主義ではなくて、プロレタリア的な科
学的社会主義理論は、イギリスの労働運動を詳しく研究したエン
ゲルスと、すでに『独仏年誌』に史的唯物論の見解を発表してい
たマルクスとによって、その基礎を据えた。それは一八四八年に
は『共産党宣言』となって発表された。この間チャーチスト・
ハーーーー、ジ国１ンズは密接にマルクス・エンゲルスと連絡をと
りつつ、イギリスの労働運動に社会主義理論を結合させるために
努力した。しかし、大陸では社会主義が着実に発展している時
に、イギリスでは、労働者階級は組合主義のわくの中で、より多
くの利潤の分前を主張し、政治的には犬自由党の後につき従っ
た。イギリスの労働者階級がチャーチズムの革命的伝統をとりも
どし、社会主義を自己のものとするためには、イギリス資本の工
一（１５２）一
［…_l～沖I
鯛鞭辮 蝋蕊 YriJ鱗舟簿ノロ辞Ⅱ」
‘ 
■ 
労働者党の結・戒
業における独占が崩壊する八十年代をまたねばならなかったので
ある。（１）の。ロロロ因。ご『①すロ○℃・臼〔・》ご・・⑪国・
少・国鳥（》○℃・凰斤・》ロ・日．
（２）言肖Ｘご己閉【呂冒］》の．賎②
（３）句・君・の』○ｍｍ○Ｐｂのｏ］旨の。【晉のｏ冨昌の芹言。「の曰の昌・
ロ・博山伊
（４）．宛。【彦の厨ご》○℃。◎岸。こめの。『の１１『①。ｌ
（５）ドーチェスター事件の青年指導者へ前号七一頁参照
（６）．の・脚ロロ国・二言のずワ・○℃。◎牌。。□博『⑨！
（７）の．○。］の四国ロ毎国］の。Ｐ○℃◎岸・やごロ・“皀ｌ竃四・’
（８）ｚ自昏の日の国『・缶骨巨頗目Ｐ】麗凹・
（富・因。『の二》目冨の冨三の芹昌・『の曰の員》』筐の》ｐ］＄）
（ｏ》）ご「の己弓』○℃。○岸・可ロ・樟「⑦。
（ｍ）弓昼。ご句・牌『の。
（ｕ）三○耳彦の目印富『・陸■ぬ房庁匿寧屋念。（この己ｐ○℃。ｎ房．》
・ロ・博『『）・
（⑫）マルクニ・ニンゲレス全集（改造社版）第二巻一一一六○頁・
（週）（辿）ｚ○号の日の目『》ぬの頁①ロ］ロの尉邉ご畠鵠・
力１ガレム１．アにおけるスディ１プンスの演説より
（巧）月。『回すののど○℃・凰庁・マロ・四国①。
（お）近世西洋労働運動史（叢丈閣版）六八頁
（万）オプライニンは、革命的チャーチ〒卜議会の計画を発表
したり、又歴史の発展や階級闘争についても部分的にはすぐ
れた見解をもっていた。チャ１テストの中で最もすぐれた理
論家の一人であった。これについては吹の藷論文参照
さて、私は以上の叙述によって、イギリスの労働者階級が、い
かにして階級として結成され、その独自の労働者党をうちたてた
か、又その党は階級闘争の戦場でどんな役割を果したかを考察し
て来た。このような観点からは矢ヤーチズムが、単なる早熟な議
会改革運動であるとか『徒らに社会不安の醸成に役立つだけに終
（１） 
った』運動であるといった見解は否定されるであろう。チャーチ
ズムの党はたしか煙未成熟な不完全なものであった□組織的に
は雑多な労働者階級の要素を統一できず、工場の経営や農村の中
に根を下すことができなかった。思想的には一貫したものをもた
ず、又不統一と分裂は甚しかった。戦術の上でも請願、ゼネスト
田○三○口旨の円巨ご》言ミヨ》乞い『（言・円１ｍｇ・昌・・弓・】臼
１１梯＠口）
、Ｚｇ】ｏロロ］用の［。ｎ日の、四口旦言四ｐＨご『の①【］］罰の『一国弓ご］四口匡四『］
②Ｐ岳亀．（三○月】の。。ご・○岸．ご己．＄◎）
（旧）ｚＰ蔑○ロロ］幻の【目日の円四目皀言四目隅ご『の①丙匂内の菖囚弓。］囚０
口自国円昌『ご凶、吟『。（宛。〔ずの芹の目〕○℃。◎岸・】の。、ヨ）
（岨）三○Ｈ号のＨｐの国円）］巳］画Ｐ］⑭四℃．（内○昼の訂冒》。□・ロ【・苞
の・団『・）
（別）ご房ＨＨ向目的の一の○口国風冒冒》壱・国①⑪。スレィープンスの
言葉。
（皿）吾屋。。□・口『。。
、
五
、
む
す
び
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労働者党の結~戎
武装蜂起、議会闘争などをうみだしながら、それらは統一的に運用
されず、かえって力の分散と不統一を激化させてしまったｂしか
し、こうした未熟さは労働者階級の若さの反映であった。当時の
労働者階級は、自分自身の階級的地位の自覚には達していた。，し
かし『他のそれぞれの社会階級の知的、精神的、政治的生活の一
切の現れ』『また住民のすべての階級、層、集団の活動と生活の
（
２
）
．
、
すべての側面』について理解し、支配階級を打倒する階級闘争の
戦略と戦術を認識するには至っていなかった。又、本質的には社
会的変革をめざしたチャーチズムにあっては社会主義への指向を
もちながらも、それは労働者階級の政治闘争の目標とはなりえな
かった。こういった意味でチャーチズムの党は労働者党ではあっ
たが、．それは社会主義的労働者党ということはできない。労働者
階級が真に自己の解放をかちとるためには、資本主義の賃金奴隷
制を打倒し、社会主義を建設する以外にはありえない。又社会主
義の理論は労働者階級の運動と結合しないかぎり一つの力とはな
りえない。マルクス主義の党はこの両者を結合した科学的社会主
義の理論によって武装された労働者階級の党である。チャーチズ
ムの党は、とのよう左党ではなかった。それはイギリスの労働者
階級が長い苦難な闘いを通じて作りあげた自然発生的な階級政党
であった。だがこの歴史的経験を通じてはじめて、マルクス・エ
ンゲルスによって、科学的社会主義の理論が完成され、その党の
基礎が据えられたのであった。この時以来か全世界の労働者階級
は一歩一歩社会主義をわがものとし、その政治的勝利をかちとっ
ていったのである。今日すでに、社会主義制度は地球の三分の一
を被わんとしている。チキーチズムは、いはぱ、このような全
世界の労働者階級の革命運動の先駆的な地位をしめるものであつ‐
た。（
１
）
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